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1. 環境問題

　大きな課題を持つ時代となってきた。一つは“地球温暖
化対策”であり，温暖化の原因の一つには二酸化炭素 (CO2)
排出が起因していると言われているが，一方で何らかの原
因で温暖化して海中などに溶け込んだ CO2が排出して増加
するという説もある 1)。
　どちらの説にせよ，産業革命以来，表 1のように地球大
気の成分の中で CO2含有量が図 1に示すように年々，増加
している点である 2)。2030年には，550 ppmまで増加が予
想されている。

　既に 400 ppmを超えた状態で，CO2の排出削減が世界的
に高まる中で，今世紀末までにほぼゼロにする必要がある
ことも指摘されており，気候変動対策は喫緊の課題であ
り，ここに「低炭素社会」の構築が叫ばれるようになって
きた。
　さらに第二の課題は，“資源・エネルギ問題”である。増
え続ける人口に対して残念ながら限られた地球号なのであ
る。
　1700年 6.4億人であった世界人口が，今や 2011年に 70
億人となり，2025年には約 81億人，2050年には，約 95.5
億人の人口が予測されている 3)。
　まさに人口爆発である。地球も狭くなってきているので
ある。資源・エネルギは，いずれは枯渇する問題を抱えて
いる上に人口増に対する対応を今後，どうするかにある。

2. 課題に対する解決アプローチ

　以上，二つの課題に対しての解決する一つのアプローチ
について述べる。

表 1.　地球大気の成分

気　体
質量比 体積比

%
窒　　素 N2 75.35 78.08
酸　　素 O2 23.07 20.95
アルゴン Ar  1.283  0.934
水 蒸 気 H2O  0.330
二酸化炭素 CO2  0.054  0.039
オ ゾ ン O3  0.00064  0.000007>
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図 1.　二酸化炭素含有量の推移
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